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令和元年９月１日発行（第９１号）

この夏の⾦目中の熱い戦い！〜団体全国５位・個人ベスト１６〜

（雑感）～世界柔道選手権～ ８月下旬に夏休みで平塚に帰省しました。平柔の稽古には２回参加出
来ましたが，毎回，道場に顔を出すたびに，子供達がたくましく成長していることに驚き，そしてパワー
をいただいています。この帰省の最終日である２５日（日）に，息子とともに，日本武道館へ世界柔道選
手権（１日目）を観戦に行きました。筆者はかつて，幕張で行われた世界選手権を観戦したことがありま
すが，再び日本で開催される世界大会を観戦できたことは感激でした。当日は，残念ながら，渡名喜選手
が準優勝，永山選手が３位（高籐選手は永山選手に３位決定戦で敗退）と，日本人選手の優勝を見ること
はできませんでしたが，「世界柔道の今」を感じることはできました。それは，ビゼール会長が提唱する
「「一本勝」の醍醐味が感じられる試合展開ですが，これは，これまでのルール改正の結果によるもので
あると思います。ただ，若干気になることは，攻めを重視するあまり，柔道本来の「組み手」である「引
き手は袖口，釣り手は襟」をしっかり持っての，「崩し」そして「掛け」が，失われてきているのではな
いかということです。一本を狙うあまり，モンゴル相撲のような組み合いも多く見られました。その中に
あって，２日目の丸山選手と３日目の大野選手は，「これぞ日本柔道」の真髄と思える試合だったと思い
ます。当日は，息子にとっても大いに刺激を受けた一日になったようです。（五）

（９月の予定）
８日（日）平塚少年柔道大会
１６日（月：祝）湘南地区柔道大会
２６日（木）昇級審査

日整全国大会頑張るぞ！ 〜 恒例の柔道着贈呈式へ出席 〜

８月１８日（日），総合公園体育館の道場で，市民総体が
開催されました。この大会は，一般の部で個人戦が行わ
れ，その後，小学生は高点試合を行いました。一般の部
では，かつて当協会少年部に所属していた多くのＯＢが
出場し，技を競い合いました。優勝は笠原君，準優勝小
泉君，第３位に野上君と佐野君でしたが，その姿には頼
もしさを感じました。
小学生の高点試合では，大倉君が３人抜き，真田（総）
君が２人抜きで優秀選手となりました。
例年，非常に暑い中での大会となりますが，今年はエ
アコンも入り，快適な環境の中での試合となりました。

涼しい道場での市⺠総体〜ＯＢたちが元気に参加してくれました〜

８月２４日（土），１０月に講道館で開催される全国日整
少年柔道大会（団体戦】メンバーに対する，神奈川県柔道整
復師会からの試合用柔道着の贈呈が，朝飛道場で行われ，当
協会から出場する原田（竜）君，山口君が出席し「神奈川」
の胸刺繍が入った柔道着を受領しました。昨年，神奈川県
チームは「全国準優勝」という輝かしい結果を残しています
ので，昨年同様，当協会指導者の金井監督指揮の下，「全国
制覇」を目指して試合に臨んでもらいたいと思います。頑張
れ！神奈川！頑張れ！原田・山口！

祝「令和」！新元号４号の平柔通信です！

一流を知ること！（強くなる秘訣）

世界柔道が連日，テレビで放映されましたが，見ました
か？一流の技を見ることは，それ自体が，良い稽古にな
ります。自分の目で見て，どんどん稽古に取り入れよう！

この夏，今年も金目中は熱い戦いを演じてくれました。
【県 大 会】 団体では女子優勝（３連覇）・男子３位，個人では優勝５名，準優勝２名，３位が４名
【関東大会】 団体では女子が５位、個人では３位が４名
【全国大会】 女子が団体５位，個人ではベスト１６が４名（伊與田・上水・竹下・酒井） 来年もさらに頑張ろう！


